箕面市立人権文化センター指定管理候補者選定会議　議事概要
１．会議の開催状況
（１）開催日時　令和６年９月１７日（火）午後３時５３分から午後６時まで

（２）開催場所　箕面市役所　第三別館２階　会議室

（３）構成員　　浅井文彦（人権文化部長）【会長】

村田尚記（総務部長）【副会長】

　　　　　　　　藪本正博（子ども未来創造局長）

柳原健治（公認会計士・税理士）

髙田一宏（有識者）

久世定（有識者）
（４）事務局　　人権文化部人権施策室

２．議事概要
Ａ．萱野中央人権文化センター
（１）当日スケジュール及び評価等について

　　　事務局より下記のとおり説明を行った。

＜当日スケジュール＞

　　　　　１．応募者によるプレゼンテーション（１５分）

　　　　　２．ヒアリング（１５分）

　　　　　３．採点、集計

　　　　　４．合議による選定

　　　　＜採点方法＞

　　　　　応募書類及びプレゼンテーション、ヒアリングの内容を踏まえて採点する。評価者一人あたりの持ち点は３００点とする。

（２）特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝の提案内容プレゼンテーションについて

　　　応募者である、特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝よりプレゼンテーションが行われた。

（３）ヒアリングにおける主な質疑について

（質問）法人の固定負債で長期借入金があり３年間変わっていないようだが、
何についての長期借入金か。
（回答）ＮＰＯ法人が地域から土地を購入するにあたり、借り入れというかたちを取っている。ＮＰＯ法人が所有する建物についても土地と同様である。
（質問）特定事項提案の「市民活動への支援策や地域コミュニティとの連携策」について、新駅ができて新しい住民を含め、どのようなコミュニティづくりを考えているか。
（回答）被差別部落とのプラスの出会いをどのように作っていくか、新しい人たちに、いかにらいとぴあ２１のことを知ってもらうのか、新しい人たちとの関係を、丁寧に積み重ねていきたい。
（質問）特別提案で１０年間の指定管理期間を提案されている。今後、船場に新しい学校ができたりマンションができたり、まちがどんどん変わっていくが、１０年を見据えた中でどのようなことに力を入れていきたいか。
（回答）学校だと小学校６年間、中学校３年間と関係が切れてしまうが、期間を限っての付き合いではなく、センターがあることで大人になっても経年で関係を続けていける、情報を蓄積できるのは非常に大きな強みだと思う。子どもたちの成長を見守ることは、短期間ではなく、１０年、それ以上に関わることで、情報を蓄積し、その時々で必要な支援につなげていきたい。いつ行っても相談に乗ってもらえるという存在になるために、指定管理期間を５年ではなく１０年と提案している。
（質問）障害者雇用率が低いが、障害者を雇用しにくいということか。人権文化センターということもあるので、障害者も雇用するという姿勢は示した方が良いと思う。
（回答）現状、雇用していないので、障害者雇用率が０になっている。対象となるかたがいれば、雇用する姿勢は持っている。以前、正職員ではなく、居場所のサポーターとして障害者手帳を持っているかたがお手伝いに来てくれていた。
（質問）保護観察対象者等の雇用について、現状、雇用していないとしても、協力雇用主の登録をしていたら、過去に犯罪を犯した人が再就職を探すときに、雇いますという姿勢を示すものであるので、是非とも登録してほしいと思う。
（回答）ありがとうございます。登録したいと考えています。
（質問）委託料及び特別提案されている指定管理期間の協議について応じることは可能か。
（回答）可能である。
（４）各評価者の主な意見　
　＊基本的に１０年の指定管理期間と考えている。相談事業で５年は短い。顔が見える関係には１０年は必要と考える。

　＊人権文化センターとして、より幅広な人権の取り組みを進めてほしい。
　＊まちの在り方が変わっていくので、もう少し具体的なプランを示してほし
い。
（５）選定会議としての結論

　　　応募書類、プレゼンテーション、ヒアリングに基づき評価した結果、評価点数は下記のとおりとなった。

　　　　　　評価点数　　　　１，１８４点／　１，８００点

　　　　　　　（構成員平均　　　１９７．３点／　３００点）

　　　上記点数に基づき判断した結果、特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝は箕面市立萱野中央人権文化センター指定管理者の候補者として適任である。
Ｂ．桜ケ丘人権文化センター
（１）当日スケジュール及び評価等について

　　　事務局より萱野中央人権文化センターと同様の説明を行った。

（２）特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝の提案内容プレゼンテーションについて

　　　応募者である、特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝よりプレゼンテーションが行われた。

（３）ヒアリングにおける主な質疑について

（質問）「まーぶ」について教えてほしい。また、大人が「まーぶ」をもらえるのはどのようなときか。

（回答）「まーぶ」は２０１５年近畿財務局に登録、特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝が発行している地域通貨。箕面市内で利用可能。現在は、みのおキューズモールを含めて１００店舗ほどで使える。「まーぶ」については、子ども中心の取り組みが多いが、大人が「まーぶ」をもらえるのは、例えば、犬の散歩を手伝うなど仕事をお願いされたときで、大人であれば個人間の「まーぶ」のやりとりも可能。自治会の納涼祭で使うために「まーぶ」を利用した事例もある。
（質問）ＮＰＯ法人は３期間にわたって赤字が続いているが、どのように考えているか。

（回答）この間の赤字は、法人として放課後等デイサービス（コロナ禍で利用が減ったため）の減収と　組織のありかた研究会を３年間実施しており有識者の謝礼がかさんでいたのが原因。

（質問）職員の人数が多いようだが、源泉所得税の支払いはどうしているか。また、収支計画書に雑給が時給１，０００円と書いてあり最低賃金を下回っているが。
（回答）源泉所得税の支払いは、基本的には翌月に支払っている。提携している社会保険労務士からアドバイスをいただきながら支払っている。雑給については、雇用契約を結ぶアルバイトではなく有償ボランティア（サポーター）の値段を示している。雇用契約ではないので最低賃金は適用されない。
（質問）有償ボランティアで最低賃金を下回ることについて不満はないのか。

（回答）アルバイトという意識ではなく、学校外での社会体験ができる機会があることに価値を求めている。今後どのようにするかは法人内で協議していくことでもあるが、多世代の人たちが事業にたくさん関わってもらうための仕掛けとご理解いただければと思う。

（質問）仮に桜ヶ丘人権文化センターの指定を受けられたときには、マンパワ
ーが必要になると思うがどう考えているか？
（回答）現在の桜ヶ丘人権文化センターの館長と情報交換している。指定管理の５年間で地域の実態、事業規模を把握したい。桜ヶ丘地域のかたに働いてもらえるように募集をしていきたい。
（質問）現在、桜ヶ丘人権文化センターで働いているかたにも働いてもらうつもりか。

（回答）希望があり条件に合えばいいなと思うし、いてほしいと思っている。働いている人が変わることで現在の利用者が利用できなくなるということは避けたい。
（質問）現在の桜ヶ丘人権文化センターで実施されている事業を踏襲するという理解でよいか。

（回答）そのように考えている。

（４）各評価者の主な意見
　＊今後どのようなことをするか、読みづらいところもあったが、スタッフも希望があれば続けてもらうということなので、円滑な移行が可能かと思った。今まで埋もれていたニーズを掘り起こして、事業として実施していってほしい。

　＊社労士が入り、きっちりされていると思った。長い目でみて、厳しめの予算を立てていってほしい。
　＊桜ヶ丘人権文化センターの利用者は高齢者が多いが、運営主体が変わることで子どもの利用が増えたらいいなと思う。
　＊現在の指定管理者からしっかり引き継いで、地域と連携して進めていってくれたらと思う。
　＊地域と連携して進めていってくれたらと思う。
　＊法人の赤字はコロナの影響ということだが、ＮＰＯ法人として利益は出さないといけない。
（５）選定会議としての結論
応募書類、プレゼンテーション、ヒアリングに基づき評価した結果、評価点数は下記のとおりとなった。
　　　　　　評価点数　　　　１，１６０点／　１，８００点

　　　　　　　（構成員平均　　　１９３．３点／　３００点）

　　　上記点数に基づき判断した結果、特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝は箕面市立桜ケ丘人権文化センター指定管理者の候補者として適任である。
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